


支部ホームページ支部ホームページ支部ホームページ支部ホームページ http://www.shoai.ne.jp/neyagawa/ 
 

       
 

                   

 

      

                                  
 

 
 

    
 

 
 

 
 

  
 

 

                           

                                  

                                  

                                  

 

元

気

元

気

元

気

元

気

サ

ー

ク

ル

サ

ー

ク

ル

サ

ー

ク

ル

サ

ー

ク

ル

同

好

会

同

好

会

同

好

会

同

好

会

    

 

「

太

極

拳

元

気

サ

ー

ク

ル

」

は

、

会

員

で

あ

る

上

岡

先

生

の

熱

心

な

ご

指

導

の

も

と

、

４０

名

近

い

会

員

が

水

曜

日

と

土

曜

日

に

分

か

れ

毎

週

楽

し

い

雰

囲

気

の

中

、

自

ら

の

健

康

と

元

気

な

毎

日

を

過

ご

す

為

、

汗

を

流

し

て

い

ま

す

。 

 

又

「

元

気

サ

ー

ク

ル

太

極

拳

」

は

、

年

４

回

の

行

事

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

２

月

は

「

新

春

演

武

会

」

で

日

頃

の

練

習

成

果

を

披

露

す

る

と

共

に

新

年

会

を

行

い

ま

す

。

 
 

 

 
 

４

月

は

野

外

研

修

会

に

て

「

お

花

見

太

極

拳

」

、

５

月

は

地

域

社

会

行

事

の

「

東

コ

ミ

セ

ン

祭

り

」

に

出

演

し

地

域

と

の

交

流

を

図

っ

て

い

ま

す

。

１２

月

は

一

泊

で

「

合

宿

・

忘

年

会

バ

ス

旅

行

」

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

皆

様

の

ご

入

会

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。 

 

友

呂

岐

会

は

支

部

の

イ

ベ

ン

ト

行

事

と

し

て

早

や

第

50
回

を

迎

え

る

事

に

成

り

ま

し

た

。

会

を

育

て

て

頂

き

ま

し

た

諸

先

輩

の

方

々

・

ご

参

加

を

頂

き

ま

し

た

方

々

に

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

今

回

は

第

50
回

の

記

念

イ

ベ

ン

ト

と

し

て

１

０

３

名

と

多

く

の

皆

様

に

参

加

を

頂

き

、

歴

史

・

伝

統

の

有

る

備

前

焼

の

窯

元

を

訪

ね

て

焼

物

の

実

態

を

中

心

に

見

学

・

勉

強

の

旅

に

さ

あ

出

発

。

 
 
 

 
 

主

目

的

地

の

備

州

窯

で

は

責

任

者

の

方

か

ら

備

前

焼

が

出

来

る

迄

の

工

程

を

説

明

頂

き

参

加

者

の

全

員

が

感

動

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

又

、

記

念

に

と

多

く

の

方

々

が

備

前

焼

を

購

入

さ

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

次

の

目

的

地

牛

窓

で

は

オ

第

50

回

友

呂

岐

会
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会
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同
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マ

ジ

ッ

ク

同

好

会

も

今

年

９

周

年

を

迎

え

、

出

演

依

頼

も

年

々

増

え

て

来

て

お

り

ま

す

。

例

え

ば

「

サ

ン

セ

ー

ル

香

里

園

」

か

ら

は

、

３

ヶ

月

に

一

度

、

定

期

的

に

来

て

ほ

し

い

と

の

依

頼

や

、

会

員

各

人

に

も

自

治

会

や

老

人

会

か

ら

の

出

演

依

頼

も

あ

り

、

モ

テ

・

モ

テ

の

状

況

で

喜

ん

で

お

り

ま

す

。 

同

好

会

の

会

員

も

、

現

在

１２

名

（

女

性

４

名

）

で

楽

し

く

、

ボ

ケ

防

止

に

な

る

と

張

り

切

っ

て

お

り

ま

す

。 

マ

ジ

ッ

ク

の

指

導

は

、

曾

崎

七

郎

先

生

で

す

。

ま

た

世

話

役

は

田

淵

健

二

さ

ん

と

、

八

木

俊

孝

さ

ん

の

両

名

で

す

。

こ

れ

か

ら

も

皆

様

方

が

楽

し

ん

で

頂

け

る

会

に

し

た

い

と

日

々

腕

を

磨

い

て

い

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 

リ

ー

ブ

園

の

丘

か

ら

瀬

戸

内

海

の

絶

景

を

望

む

事

が

出

来

皆

様

堪

能

を

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

昼

食

は

牛

窓

に

有

り

ま

す

ホ

テ

ル

・

リ

マ

ー

ニ

で

港

風

景

を

観

覧

し

な

が

ら

楽

し

く

頂

く

事

が

出

来

ま

し

た

。

 
 

最

終

の

目

的

地

、

キ

リ

ン

ビ

ア

パ

ー

ク

岡

山

工

場

で

は

見

学

と

試

飲

を

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

美

味

し

さ

の

余

り

何

杯

も

お

代

わ

り

を

さ

れ

て

い

た

方

も

居

ら

れ

ま

し

た

。

 

 

帰

路

へ

向

い

順

調

走

行

で

進

ん

で

お

り

し

た

が

事

故

渋

滞

に

遭

遇

し

た

た

め

帰

着

が

１

時

間

程

遅

れ

ま

し

た

が

、

寛

容

に

受

入

れ

て

頂

き

ま

し

た

。

有

難

う

御

座

い

ま

す

。 

尚

、

友

呂

岐

会

に

付

き

ま

し

て

本

来

の

勉

強

会

を

主

と

し

た

主

旨

か

ら

外

れ

て

い

る

と

の

ご

指

摘

も

有

り

ま

す

の

で

50
回

を

契

機

に

見

直

し

を

進

め

て

参

り

ま

す

。
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第

一

二

七

回

史

跡

巡

り

 

夏

の

暑

さ

が

色

濃

く

残

る

９

月

27
日(

木)

Ｊ

Ｒ

藤

阪

駅

前

に

36
名

の

参

加

者

が

集

合

し

「

第

127
回

史

跡

巡

り

」

枚

方

市

内

パ

ー

ト

13
の

コ

ー

ス

へ

出

発

し

た

。

当

日

は

絶

好

の

晴

天

で

冷

た

い

飲

み

物

に

癒

さ

れ

な

が

ら

、

歩

行

距

離

約

５

Ｋ

ｍ

の

史

跡

巡

り

と

な

っ

た

。 

コ

ー

ス

は

藤

阪

駅

周

辺

か

ら

長

尾

駅

方

面

へ

か

け

て

の

神

社

仏

閣

や

名

所

旧

跡

９

箇

所

と

、

お

地

蔵

様

３

箇

所

巡

り

で

あ

っ

た

。

い

ず

れ

も

由

緒

が

あ

り

古

い

歴

史

の

史

跡

ば

か

り

で

あ

っ

た

。 

今

回

の

目

玉

は

枚

方

市

立

旧

田

中

家

鋳

物

民

族

資

料

館

の

見

学

で

あ

っ

た

。

場

所

は

王

仁

公

園

プ

ー

ル

の

南

側

に

あ

り

、

大

阪

府

指

定

文

化

財

の

国

内

で

た

だ

一

つ

の

江

戸

時

代

の

姿

を

残

す

鋳

物

工

場

の

溶

解

炉

設

備

や

鋳

型

等

を

見

学

し

た

。

案

内

の

学

芸

員

の

方

よ

り

専

門

資

料

館

と

し

て

の

詳

し

い

解

説

も

受

け

、

古

来

よ

り

の

日

本

の

優

秀

な

鋳

物

技

術

を

理

解

し

た

。 

又

、

大

阪

府

有

形

文

化

財

の

旧

田

中

家

住

宅

で

は

鋳

物

師

の

住

宅

内

で

む

か

し

使

わ

れ

て

い

た

生

活

用

具

等

を

手

に

取

り

、

子

供

の

頃

の

生

活

様

式

を

懐

か

し

ん

だ

。 

 
 

遺

跡

で

発

掘

さ

れ

た

弥

生

時

代

中

期

の

竪

穴

住

居

跡

を

モ

デ

ル

に

復

元

さ

れ

た

茅

葺

き

屋

根

の

復

元

住

居

も

あ

り

、

直

径

８

・

５

ｍ

、

高

さ

５

ｍ

の

内

部

に

全

員

が

入

り

、

以

外

と

広

い

が

真

っ

暗

な

空

間

で

弥

生

時

代

の

住

居

体

験

を

し

て

、

現

代

の

灯

り

の

有

り

難

さ

を

痛

感

し

た

。 

 
 

学芸員による鋳物工場解説 復元された弥生式住居跡 

毎年４月のお花見太極拳 

楢崎先生の下、腕を磨く 

同

好

会

紹

介
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